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海洋生物 はその種100万といわれ、地上 におけ る今 もなお未知 な世界 であ る。本年度 も、
この海洋生物 か ら、医薬資源 とな りうる有用 な生理活性物質を発見 し、構 造を明 らかに し、
生物活性 を検討す ることを目的 として研究 を行い、 この研 究を始めてか ら9年 になった。
本年採 集 した生物は、27種であ り、今 までに281件 を採取 して いる。採集生物 リス ト
をTableに示 した。バ イオア ッセイ を指標 に、 今まで、海草、 アカ フジツボ、クダ ウミヒ
ドラ、ス ポ ンジ、エボヤ、ユ0レ イポヤ、イソギ ンチ ャク、群 体ボヤ、オオワ レカラ、 コ
ケムシ類等 につき有用成 分の探索を行った。特 に、付着生物コケムシ(Bryzoa)類の各種
の成 分 に注 目 し、各 地 で採 集 した フサ コ ケム シBugulaneritina、ホ ソ フサコ ケ ム シ
Tricellariaoccidentalisおよびアメ リカの フロ リダ産 フサ コケムシAmathiaconvolutaの活性
成 分を検討 し、有 益な知見 と新 しい化学物質を単離 ・構造決定 した。すなわち、昨年度報
告 したconvolutaa血eAとF以外にconvolutamineGを、さらにlutamideC以外に、1utamide
AとBお よびconvolutamydineEの単離 を行 い、構 造決定 した。さ らに、昨年か ら始めた
これ らの有用な天然物の全合成研究に成果が見 られ、3種 の 。onvolutan血e類A、CとF
お よび2種 のlutamide類AとCの合計5種 の天然物の全合成 を完 成 させ た。 この成果 に
は・ さらにamlogsの全合成 を含み、化合物の構造 とその活性 との相 関に研究が発展 して
い る。 これ らの結果は1999年度の 日本化学会 第75回春季年会 で 口頭発表 され、 さ らに
一部、チ ェコ化学会誌に掲載 されている。これ らの成果は、研 究成果 の概要 に報告する。
さ らに また、去年度の第75回 日本化学会春季 年会 には、従来 発表 して いなか った成
果 を再検討 し、計5題 の研究発表(ポ スター)を 行 った(研 究成果 の概要 を参照)。
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1998年(平成10年)に採集した生物のリス トを示す。
識別KM一番号1種 和名1学 名ない し和名1採 集地 月)1湿 重量(Kg)
255 ユムシ ?(5
256 イ}マキヒトデ ?墓i 28.235㈱込み)
257MB一 フサコケムシ ▲`) 8,700
258 マンジュウボヤ 濯ρ1fd加7Plfof1わ摺 躍 B(7) 35,460
259 エボヤ Styelaclava B(7) 12,100
260 スジキレボヤ 濯50fdf8sydneiensis3a四θ8 B(7) 18,510
261 ジデムナム Botrylloidessp. B(7) 7,180
262 イ ソギンチャク ananthozaan B(7) 4,910
263 エ ラコ P5θ凹dρo亡餌f〃80ccelato B(7) 0,150
264 ゴカクキンコ PentacraaustralisB(7) 0,330
265 ユウレイボヤ CionaSSY1,gl1Y1 B(7) 5,680
266 ネンエキポヤ "fplo50囮8四f孟5るrkuriiOkaB(7) 1,870
267 未知A B(7) o.a70
268 ミズジジデムニ ルfdfdθ甥 槻387f綱ガ B(7) 2,380
269 イタボヤ BotryllofdesviolaceusB(7) 1,410
270 ウ ミシダ B(7) 0,410
271 スポンジ B(7) 1,160
272(KMB-45)チゴケムシ Watersipnra3ロわovoiayes B(7) 111:
273 モルグラ 忍㎎yr88ゴξ房」ηaπ5 67 0,345
274(m-42》フサコケムシ 加Dulaηθpf伽8 B(7) 0,350
275RMB-43)ホソフサコケムシ 7月触伽o㏄ ガ㎝ ね」蹴71askノ B(7) 1.32
276(㎜一44)アミコケ ムシ C(7 i.sso
277 ジデムナム C(7 0,900
278 スポ ンジ c(7 0,810
279(KS-4)シロウリガイ 08加む側 釦ツロae D(9) 8,650
280(区S-5)シンカイ ヒパ リガイ Ba亡1伽dfo加sp18孟∫か α75 D(9) 0,570
281_S-6)チ ュー ブワ ーム E(6) 0,125
A:神 奈川 県横須 賀市、B:岩 手県大槌、C:岩 手県山田湾
D:神 奈川 県相模湾、E:鹿 児島県鹿児 島湾
本年度 大槌湾で採集 した生物は18種 であ る。ホソフサコケムシは採集 したが フサ コケム
シはみ られなかった。 フサコケムシは神奈川県横須賀市で別 に採集 した。本年はア ミコケ
ム シが山田湾で約1.9kg採集で きた。深海生物では、本年 、夏 島丸 に釜野 と平出が乗船 し、
ドルフ ィン3Kに 直接 、シロウリガイ とシンカイ ヒバ リガイの採集 を手伝 った。一方、 ジ
デムナ ム、 スジキ レボヤ、エボヤは例年多 く、特 に本年度では、イ ソギ ンチャクとマンジ
ュ ウボヤの量が多かった。
腿
,1.9年間に採集 したコケムシ類の リス トとウニ受精卵卵割阻害 活性
本年度 は、海洋生物研究の9年 目に相当 している。今 までのコケムシ類の採集状況 を リス
トし(表1)、さ らに、得 られたウニ受精卵卵割阻害活性 の値 をま とめた(表2)。
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表1:採 集 した表 コケムシ リス ト
No.1採集時命名生物名1採 集年月日 採集場所1重 量(【g)
1 ホソフサコケムシ 19.95/8/28岩手県大槌
一
4.2400
2 ホソフサコケムシ 1995/8/28岩手県山田湾 4.5300
3 ホソフサコケムシ 1995/8/28岩手県吉浜 0.5600
4 チコケムシ 1995/8/28岩手県大槌 0.0100
5 チコケムシ 1995/8/28岩手県山田湾 0.0700
6 アミメコケムシ 1995/8/28岩手県大槌 0.2200
7 コケムシ(侵入種) 1995/8/28岩手県大槌 0.3000
8 フサコケムシ 菅島 1.4200
9 フサコケムシ 1995/9/7糸崎 0.0790
10ホソフサコケムシ 宮崎 油津港 0.0346
11ウデコブコケムシ 1995/9/14岩手県大槌 17.6300
12フサコケムシ 1995/10/15徳島県牟岐
13ホソフサコケムシ 1995/10/15徳島県牟岐
14 チゴケムシ 1996/8/ 岩手県大槌 0,080
15ホソフサコケムシ 1996/8/ 岩手県大槌 1,280
16 ウデ コブコケ ム シ? 1996/8/ 岩手県大槌 0,005
17 ベ ニア ミコケ ム シ 1996/8/ 岩手県大槌 0,505
18 ヒラバ コケム シ 1996/8/ 岩手県大槌 0,018
19 ホ ソ フサ コケ ム シ 1996/8/ 岩手県大槌 0,200
20 ヒラバ コケ ムシ 1996/8/ 岩手県大槌 0,010
21 コケムシ類 1996/8/ 岩手県大槌 0,001
22 チゴケムシ 1996/8/ 岩手県大槌 0,013
23 コケ ムシ(不明) 1996/8/ 岩手県大槌 0,035
24 フサ コケ ムシ 1996/8/ 岩手県大槌 1,090
25 ホ ソフサ コケ ム シ 1996/8ノ 岩手県大槌 0,050
zs ホ ソフサ コケ ムシ 1996/8/ 岩手県大槌 2,145
27 ホ ソフサ コケ ムシ 1996/8/ 岩手県大槌 o.lao
2s ナギサコケムシ 1996/8/ 岩手県大槌 少量
29 ヒロフサ コケ ムシ 1996/8/ 岩手県大槌 少量
30 オオマ リコケ ムシ 1996/6/ つ くば市(沼) 13,200
31 フサ コケ ムシ 1996/9/ 沖縄県塩谷町 10,000
32 フサ コケ ムシ 1997/2/ 中国海南島 10,000
33 フサコケムシ 19.97/3/.18真鶴 115,852
34 オオ マ リコケ ムシ 1997/ つ くば市(沼)
35 フサコケムシ 1997/5/中国Daya湾(1) 300,000
36 フサ コケ ムシ 1997/5/ 中国Daya湾(2) 300,000
37 フサ コ ケム シ 1997/5/ 中国Sanya湾 300,000
38 チゴケムシ 1997/8/20-23岩手県大槌 435
39 ア ミコケム シ 1997/8/20-23岩手県大槌 209
40 ホソフサコケムシ 1997/8/20-23岩手県大槌 2,840
41フサコケムシ 19986/23横須賀市秋谷 8,700
42 フサ コケム シ 1998/7/Z7-Z8岩手県大槌 350
43ホソフサコケムシ 1998/7/27-28岩手県大槌 1.32
44 ア ミコケム シ 1998/7/27-28岩手県山田湾 1,860
45 チゴケムシ 1998/7/27-28岩手県大槌 809
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表2:コ ケムシ のウニ 日J虫 テ ス ト
生物名/学術名 採取地 検体動物 0 ① 一1 O-3① 一4 ① 一5
フサコケムシ 大槌 パフンウニ 1a4 一 70.71 噂
Buguraneritina ムラサキウニ 一
菅島 ムラサキウニ 一 一 一
一
一 ■一 一 4.31一
パフンウニ 0 吻
中国(海南)パフンウニ 一 30.27
7.41
一 9.28
頓
ムラサキウニ 45.51
(Daya湾)パフンウニ .;
14.95
(Sanya湾)パフンウニ 53.11
沖縄 ムラサキウニ 3.6714.68一 一
78.9523.20o 一
アカウニ 一 10.1914.84
パフンウニ 7.41
真鶴 ムラサキウニ 一 47.63qD 一
パフンウニ 35.36 1. 藺 一
21.547.92
アカウニ 一
横須賀市 ムラサキウニ 一
アミメコケムシ 大槌 アカウニ 一 一 噂 一
〃(embra吻1臨"sp.
ホソフサ コケムシ 大槌 パ フンウニ 一 ... a2.sa
Tricellariaocciatenta/is 一 一
山田湾 ムラサキウニ 62.47一 鱒 一 一
ムラサキウニ 一 一 一 一 一
一
チゴケムシ 大槌 手薙 66.8831.36一 一
Watersわα旧 鉗 加voids∂
オ才マリコケムシ つくば(沼) ムラサキウ= 16.465.83
ρb6伽3fθ〃9〃7∂ρ 温3 アカウニ 一 一 一 一
○:EtOHextract,Q‐1:Hexanesulble,○‐3:AcOEtsoluble,
① 一4:McOH/HzOsolub童e,①一5:n-BuOHsoluble,
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II.日本 化 会 第76ロ 年会1999年 においての研殉 表
会期 平成11年3月28日(日)～3月31日(水)
会場 神奈川大学 横浜キャンパス
(1)1PBO31
日本沿岸海洋生物の生物活性ス ク リー ニング
(神奈川大学理)釜 野徳明、平出初江、 ○加藤淳、小竹 文乃(講 演予稿集II,
p.1343)
(2)1PBO32
日本 産の 海 洋生 物:群 体 ボヤTrididemnumcerebriformeとオ ワ レカ ラCaprella
kroyerideHaanからえた天 然 ヌク レオ シ ド及 び関 連化 合 物 の 生 物活性
(神奈 川 大学 理)釜 野 徳 明、 山下顕 宏 、 ○横 溝 奈 穂 美 、 四野 宮 衛、森 林崇 、
平 出初 江 、 小竹 文乃(講 演 予稿 集II,p.1343)
(3)1PBO33
日本産 の 海 洋生 物群 体 ボ ヤTrididemnumcerebriforrneから得 られ た3一ブテ ン・2一
オ ン、4-(1',2',4'。ト リヒ ドオ キ シー2',6',6'一トリマ チ ル シ ク ロヘ キ シル)の構 造 決定
(神奈 川 大学 理)釜 野徳 明、 山下顕 宏 、 ○和 方 千 恵 、伊 東 将 志 、平 出初江 、
小 竹文 乃 、木 津 治 久(講 演 予稿集II,p.1344)
(4)1PBO34
カ リフオル ニア 湾の 黄 色海綿Lisodendoryxisodictyalisから得 られ た新 規 環状 イ
ミンIsodictyimineAの単 離 ・構 造 決定
(神奈川 大 学理)釜 野徳 明、五味 和枝 、○ 杉 本 英 志郎 、平 出初 江、小竹 文乃(北
陸 大薬)木 津治 久(東 京 薬大薬)森 田博 史(ア リゾナ 州 立 大 ガ ン研)GeorgeR
Pettit(講演 予稿 集II,p.1344)
(5)1PBO17
フ ロ リダ 産海 洋 コ ケ ム シAmathiaconvolutoから得 られ た2種 の新規 環 状 アル カ
ロイ ドConvolutamineGとConvolutamydineEの構造
(神奈川 大学 理 、 ア リゾナ州 立 大 ガ ン研)釜 野 徳 明、 小 竹 文 乃 、○ 渡 辺利 裕、
平 出初 江 、羽 島 宏史 、GeorgeRPettit(講演 予稿 集II,p.1340)
(6)1PBO35
深 海生 物 シ ロウ リガイCalyptogenasayoaeとハ オ リム シLamellibrachiasp.の化学
成 分の探 索
(神奈 川 大学 理)釜 野徳 明、 ○平 出初 江 、渡 辺 利 裕 、 小竹 文乃
(海洋科 学技術 セ ン ター)橋 本 惇(講 演 予稿 集II,p.1344)
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(7)1A527
フ ロ リダ 産 海 洋 コ ケ ムシArnathiaconvolutaより得 られ た新 規 アル カ ロ イ ド、
lutamide類とconvolutanune類の全 合 成 と生 物活 性
(横浜 市 大 理)佐 藤 信裕(神 奈 川 大 学 理)○ 羽 島宏 史 、 釜 野 徳 明(講 演 予稿
集II,P.775)
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